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173　　　　 推定 全子宮 内容積，推定胎児体重及

び amniotic 　 fluid 　 index を用 い た 羊水量 計算の

試み

1ア4　　　 妊 娠 中 の 睡 眠 の 変 化 に 関す る ラ ッ トを

用 い た検討

金 沢聖霊総合病 院，国立 山中病院
穿

本 保喜康，大下陸郎 ， 高邑昌輔
＊

東 京大

仁科秀則，岡井 　崇 ，武谷雄 二

［目的 」羊水量は 胎児 の 状態 を知 る 上 で 大切な 指

標の
一

つ で あ る。羊水量 と amniotic 　 fluid　 index

（AFI ）に は 相関が あ る が，　 AFI の み か ら羊水量 を

計算す る こ とは 困難 で あ る 。 そ こ で 全子 宮 内容積

（total　 intrauterine 　 volume ，　TIUV ）の 簡易推定法

を工 夫 し ， そ の 推定値 （estimated 　 total　 intra−

uterine 　 volume ，ETIUV ）と推定胎 児体重 （esti
−

mated 　 fetal　 body 　 weight ，　EFBW ）と AFI を用 い

て 羊水 量計 算 の 可 能性 を検討 し た 。 ［方法 ］妊婦

を仰臥位 と し，超音波診 断 装置 で AFI ，　EFBW を計

測し た。次 い で そ の 装置 の 穿刺針 ガ イ ド ラ イ ソ を

利用 し て子宮内容 の 辺縁 の 位置 を腹壁上 に マ
ー

ク

し ，最大縦径 （A ）と最大 横径 （B ＞を計測 し た 。

最大 前後径 （C ） は ，付近 の 画像 を ビ デ オ に録 画

し 再 生時 に 慎重 に 計測 し た。さ て 妊娠後期 の 子宮

を楕円体 とす る とEr 工UV は 4／3π × A／2 × B／2 × C〆2

で 得 られ る 。 ま た単純化 し た モ デ ル を基 に 羊水 量

の 推定値を得 る 計算式AFI ／3．15× （ETIUV ．EFBW ）〆

C （C ： 最大 前後径）を案出し た 。さ ら に 分娩時 に

羊水 を 出来 る だ け 集め て 測定 し ，そ の 値及び児 体

重 ，胎盤 重 量 か らTIUV を算出し た。分娩前 6 日以

内に AFI 及 び ETIUV が計測さ れ ，且 つ 分娩時 に 羊

水量 を測定 で き た 96例 を対象 に 相関分析 を行っ た 。

「成績 ］ETIUV 及び TIUV の 平均 値は各 々 4，101　ml
，

4，1〔Bml で 相関係数 r ＝0、942と良く相関した。　AFI

及び ETIUV −EFBW の 分 娩時の 測定 羊水量 との 相関

係数は 各 々 r ＝O．756、　O．588で あ っ たが， 案出の 計算

式に よ る 羊水量 の 推 定値 と，分 娩時 の 測定羊水 量

と の 相関係数は r 二〇、861 と有意に （ p 〈 0．05） に

向 ヒ し ，個 々 で もか な りの 例 で 近 似 し た 値 を得た 。

［結論 ］AFI ，　 ETIUV ，　 EFBW ，　 C を用 い る と，

羊 水量 を相当程度計算で き る 可能 性が示 され た 。

〔 目的 〕妊娠 中 に 過慶 の 眠気 や不眠 で 特徴 づ け ら

れ る 睡 眠 の 変化 が み られ る こ とが あ る が ，そ の 生

理 学 的背景 は ま っ た く明 らか に な っ て い な い 。本

研究 は，妊 娠中 の 睡眠 の 量 的
・
質的変 化 の詳細 を

検討す る こ と を 目的 と し た 。〔方 法 〕SD 系 雌 ラ

ッ トの 頭部 に 脳波 用 ス ク リ ュ

ー
電極 ，後黷筋に筋

電図用 ス テ ン レ ス ・ス チール 製電極を そ れ ぞ れ 装 着

した 。実験室 は ，明 暗条 件を 8 ：00− 20：00明期 ・

20：00− 8：00暗 期と し，温度 ・
湿 度を

・一
定 とした 。

ラ ッ トは 自由行動 下 に 水，餌を とれ る よ うに し，

SD 系雄 ラ ッ トと同 居 させ た 。 腟垢 内 に 精子を確認

した 口を妊娠 0 日 と し，雄 ラ ッ トを取 りだ した の

ち 陲 眠 デ ータ と して 脳波 ，筋電図，行動量 の 記録

を 開始 した 。睡 眠 デ
ー

タ の ポ リグ ラ フ は 分娩後 3

日 目 まで 連続記録 した 。 睡 眠段階 は ，ポ リグ ラ フ

デ
ー

タか ら覚醒期 ，徐 波睡眠期，逆説睡眠期 に 分

類 し解析 処 理 し た e 〔成績 〕徐 波睡 眠量 は 妊 娠

後期 ま で 一一定 だ っ た が 分娩 3 日 前 よ り漸 増 し，分

娩前 日 に は有意 に 増 加 した 。 逆説 睡眠量 は 妊娠 中

期ま で は変化を みなか っ たが そ の 後 有意に 減少 し，

分娩前 日 に は 妊 娠前半 の 60％ とな っ た 。 覚醒 回数

は妊娠 中期以降有意に 増加 した 。 そ の た め ， 1 回

毎 の 徐 波睡眠 の 持続時間 は 妊娠 中期以降有意 に 短

縮 した 。 総睡 眠時間に 占め る 逆説睡眠 の 比率は妊

娠 中期以 降漸減 した 。 飲水行 動 で み た行動量 は妊

娠 中期 以 降漸 増 し た。 〔結 論 〕妊娠中 は ，徐 波睡

眠 は 保 た れ ，逆説睡眠 は減少する こ とが 明 らか と

な っ た 。徐 波 睡 眠 が 心 身 の 復 旧 作用を もっ こ と及

び 系統 発 生 的 に よ り古 い 逆説睡眠 が 自律神経系 の

不 安定 を招 く こ とを考 え る と， こ れ らは 妊 娠 に と

っ て 好 ま しい 変化 で あ り，妊娠 中 の 睡眠 の 変化 の

合 目的性が示 唆 された 。
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